
ｃｏｌｍｉｌｌｏ監督　　藤川　秀和

参加　　： 北海道代表　ｃｏｌｍｉｌｌｏ（コルミージョ）
日時　　：　 ２０１１年１１月４日～６日
会場　　：　 グリーンアリーナ神戸（兵庫県）

成績　　：　 グループＢ

11月4日

〃

11月5日

◎予選第２試合、対ジュンジーズ宇部ミネルバ（以降ジュンジーズ）
初戦を０－６で落としている相手、お互い負ければ予選敗退が決まってしまう大事な試合。
立ち上がりしっかりゾーンで守り様子を見るよう指示するが、相手の縦に抜けてくる動きを対処できず前半１
分と５分に立て続けに失点し２点のビハインド。後がないのでこの時点からハイプレスを指示。すると形勢逆
転し８分に⑫高橋舞が１点返し前半を１－２で折り返す。
後半もスタートからハイプレス。完全にコルミージョペースで進み、後半３分⑧高橋優がキックインから豪快
にシュートを決め同点。続けて４分、⑨五十嵐のループパスで抜け出した⑫高橋舞が流し込み逆転する。一
度プレスを止め流れを落ち着かせ初戦と同じくメンバー全員をピッチに立たせる。初戦同様残り２分でハイプ
レスで積極的な守備をし追加点を狙うがこのまま３－２で勝利しました。プレスは通用するものの前後半の
試合の入り方とゾーンＤＦ時のマークのズレに課題が残った試合でした。

◎予選第３試合、対カフリンガボーイズ東久留米（以降カフリンガ）
お互い勝点４で勝った方が決勝トーナメントに進めるという状況。
前２戦の反省を踏まえ開始からハイプレスで勝負にいきました。ところがカフリンガは慌てずに後方からのロ
ングパスやＧＫスローでプレスを回避してきました。ＧＫスローから簡単に振り向かれ前半１分、４分と失点。
前半終了間際にも失点してしまい０－３で折り返す。
悔いが残らず今後につなげる経験をしたかったので後半は選手全員で最初から最後までハイプレスで勝負
しました。チャンスを作るも長身の相手ＧＫに阻まれ得点できず、逆に後半２１分に４点目を決められ０－４で
の完敗でした。
負けたものの全力を尽くした結果であり現時点でのチーム力の差なので選手全員悔いはありませんし間違
いなく来年への手応えを感じた試合でした。

第８回全日本女子フットサル選手権大会報告書

昨年３位の強豪。
初戦という事で序盤はお互いに固い動きが目立つ。経験に勝るギャングが少しづつ優位に立ち攻め込むも
決定的なチャンスまで持ち込めず無得点で前半０－０で折り返し。
後半開始早々の１分、ＣＫからマークをずらされ失点してしまう。この失点で割り切って結果よりも選手全員
の経験を優先させる為交代で登録メンバー全員をピッチに立たせる。その後ギャングもカウンターを恐れて
無理には攻め込んでこない。１点差のまま迎えた残り２分でタイムアウトを取りベストメンバーでハイプレスを
指示。プレスが通用し残り１６秒でＦＰ全員でボールをつなぎ⑧高橋優が落とした所に⑫高橋舞が抜け出し
同点ゴール。そのまま１－１の同点で終了。
こちらが引いて守れば経験豊富なので落ち着いてつないでくるが、プレスをかけるとつなげなくなるので全国
レベルでもプレスが通用すると実感しました。

対　メンバー・オブ・ザ・ギャング（東海地域第１代表/三重県）　　１－１　（前半０－０）　△

対　ジュンジーズ宇部ミネルバ（中国地域第２代表/山口県）　 　３－２　（前半１－２） 　○

対　カフリンガボーイズ東久留米（関東地域第２代表/東京都）　 ０－４　（前半０－３）　●

上記の結果、１勝１敗１分で予選リーグ２位、決勝トーナメント進出にはなりませんでした。

◎予選第１試合、対メンバー・オブ・ザ・ギャング（以降ギャング）



◎最後に

◎その他、大会総評（感想）
自分達の試合がメインだったのと、帰りの飛行機の都合で決勝トーナメントは観れませんでしたが優勝はア
ルコイリス、ＦＩＸＯ⑥井野選手が攻守共に舵を取り全体的に巧いというより、バランスが取れて力強いという
印象でチーム力が一歩抜けているように感じました。
バルドラール浦安は逆に巧いという印象でフットサルらしい連動した動きで流れるようにボールをつないでい
ました。ただ最後の崩しとシュートの強引さが無い為得点できずカウンターを喰らう場面が観られました。こ
のように各チーム一長一短があり、対戦チームとの相性で結果が変わるというようにチーム事の力の差は
大きくないと感じました。
関東、関西のチームがベスト４を独占したというのは、その他の地域と力差は大きくないものの、恐らく女子
でもフットサルをやる環境が整っている為、少しの経験の差が出たのではないかと思いました。上にも書きま
したが北海道で女子チームが経験できる場が少ないので、そこが少しでも改善できれば北海道全体のレベ
ルアップにつながるのではないでしょうか。

北海道予選では問題等も起こし関係者皆様に御迷惑をかけたところもありましたが、チーム全体で反省し全
国に行き無難に大会に参加できたと思っています。
今後はコルミージョが北海道女子フットサルを牽引していくつもりで今まで以上に努力していきますので、北
海道サッカー協会、北海道フットサル連盟、各チームの皆様方には今後も御世話になりますので、宜しくお
願い致します。
有難う御座いました。

◎予選リーグ総評（コルミージョ）
大会に行くメンバーの中で中心選手の堀真以子を欠き（身内の結婚式の為）、チーム内でもまだまだレギュ
ラーと控えの差が大きく、フットサルの経験が不足しているので、大会には全力で挑んで結果よりも全国レベ
ルという来年につながる良い経験をしてこようという意識で大会に入りました。ハイプレスという攻撃的な守
備、縦への速いカウンター等は通用しましたが、連動して動いてボールをつなぐ事、リスクマネージメント、
ゾーンＤＦ時のマークの受け渡し等の課題がはっきりわかりました。
結果は予選敗退でしたが、全国で１勝出来た事、最終試合まで予選突破の可能性を残せた事、今後に向け
てプラスになる良い試合ができたと思います。また北海道では味わえないハイレベルの試合ができて選手
みんな楽しんでプレーができました。
北海道でも女子の試合数を増やし、真剣に取り組むチームが増えていけば全体的に底上げができ全国でも
上位を狙えるのではないかと感じました。



大会公式サイト：http://www.jfa.or.jp/match/matches/2011/1106zennihon_joshi_futsal/index.html

http://www.jfa.or.jp/match/matches/2011/1106zennihon_joshi_futsal/index.html



